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河原田盛美における本草学的知識から近代勧業的実践の転換に関する研究
神奈川大学を会場に、科学史を研究している土井康弘氏を招いて「明治期における伊藤圭介の自然
研究と学術交流」をテーマに河原田の本草学に関する知識を比較史的に深める研究会を開催した。
9月には鳥取県へ資料調査と研究会をおこなう予定である。
　 2年間という短い期間ではあるが、有効に活動して、掲げた目標を達成すべく研究班一同頑張っ
ているところである。
